
仕事　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（20J）

仕事〔J〕＝力の大きさ〔N〕×力の向きに動いた距離〔m〕＝20×1＝20J

よくあるまちがい：仕事＝力×距離。単位はジュール（J）。

問2　答え：30J

考え方

1. 15×2＝30J

よくあるまちがい：仕事＝力×距離。

問3　答え：7.5J

考え方

1. 力：5N、距離：1.5m

2. 5×1.5＝7.5J

よくあるまちがい：単位をNとmにそろえてから計算する。

問4　答え：イ（0J）

物体が力の向きに動いていないので、仕事は0Jです。（つかれるのは筋肉がはたらいているからで、理科の

「仕事」はしていない）

よくあるまちがい：動いた距離が0なら、仕事も0。

問5　答え：ウ（0J）

手の力は上向きですが、物体は横に動いたので、力の向きには動いていません。仕事は0Jです。

よくあるまちがい：「力の向きに」動いた距離だけを使う。

問6　答え：12J

考え方

1. 4×3＝12J

よくあるまちがい：水平に動かす場合も、力×力の向きの距離。

問7　答え：ア（1Nの力で物体を力の向きに1m動かしたときの仕事が1J）

1J＝1N×1m。1Nの力で、力の向きに1m動かしたときの仕事です。

よくあるまちがい：J＝N×m。

問8　答え：下の例

仕事は0になる。かばんを支える力は上向きだが、かばんは横（水平）に動いており、力の向きには動いて

いないから。

採点のポイント：仕事は0／支える力（上向き）の向きに動いていないから

よくあるまちがい：理科の仕事は「力の向きに動いた距離」で決まる。
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